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情報基盤向けRDM教材
学認LMSでの各種RDM教材
収録の取り組み

国立情報学研究所
古川 雅子

NIIオープンフォーラム 2022
AXIES-RDM部会との合同セッション

「大学での研究データ管理体制構築への道のり」
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学認LMS
https://lms.nii.ac.jp

2021年6月正式運用開始

横浜国立大学
東京海洋大学
CCC-TIES
大阪大学
山梨学院大学
佐世保工業高等専門学校
成城大学
福岡教育大学
東京農工大学
東北学院大学
国立情報学研究所
東北工業大学
大阪経済大学
京都産業大学
弘前大学
国際基督教大学
大阪教育大学
滋賀医科大学
東京電機大学
広島大学

大分大学
大谷大学
鳥取大学
滋賀大学
高知大学
京都大学
岡山県立大学
兵庫県立大学
お茶の水女子大学
神戸学院大学
宮城教育大学
明治学院大学
東京学芸大学
群馬大学
桐生大学
鹿児島大学
札幌市立大学
青山学院大学
愛知県立大学
東京有明医療大学
創価大学

（41機関:2022年5月現在）

＜利用機関＞



学認(Shibboleth)認証
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https://lms.nii.ac.jp/

A大学

Shibbolethログイン画面

B大学 C大学…

xx大学の統一認証画面
でログイン

IdPから属性情報送出

XX大学所属の受講者であることを認証
xx大学 SP

利用承認機関の場合は機関名を選択

SP

利用申請に関する情報は、学認LMSユーザサポートサイトをご確認ください。
（https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/display/GakuNinLMSUsers）



IdP設定情報
＜lms.nii.ac.jpの属性情報について＞
• organizationName (必須)
• eduPersonPrincipalName (必須)
• displayName (選択)

学生の氏名を表示する場合は送出してください。送出しない場合は初期名「GakuNin」とな
ります。

• mail (選択)
LMS からメールを受け取らせる場合は送出してください。送出しない場合は、学生のプロ
ファイル情報のメール欄は空欄になります。

＜cg.gakunin.jpの属性情報について＞
• eduPersonPrincipalName (必須)

学認クラウドゲートウェイサービス連携のための情報です。
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設定情報の詳細は、学認LMSユーザサポートサイトをご覧ください。
（https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/display/GakuNinLMSUsers）



学認LMSで受講できるコース
研究データ管理講座（デジタルバッジ発行）
• 「オープンサイエンス時代の研究データ管理」(旧教材)

研究データ管理の入門講座としてMOOCで開講した内容を再掲。

• 「研究データ管理サービスの設計と実践」
研究データ管理支援者向け教材。

• 「研究者のための研究データマネジメント」
研究支援者としての目線から、大学や研究機関等に所属する研究者の方に向けて作成された教材。
研究データ管理の場面に応じた12のテーマ。研究者自身が本教材によって必要な知識を得ることを想定。

情報セキュリティ講座
• 「倫倫姫と学ぼう!情報倫理」（旧教材）

学認連携Moodle時代からの教材。4言語（日英中韓）対応。

• 「倫倫姫の情報セキュリティ講座」
倫倫姫+ひかりとつばさを統合し、
最新ポリシーに準拠した新規作成教材（毎年コンテンツ追加）。
4言語（日英中韓）対応。



学認LMSの機関管理者向けオプション機能

1. 情報セキュリティ講座の受講履歴取得機能
2. 研究データ管理講座の受講履歴取得機能
3. 自機関限定コース作成機能 （テスト運用）

4. 機関限定コースの共有機能 （テスト運用）

5. ラーニングアナリティクス機能 （テスト運用）

6. マイクロコンテンツ教材作成機能 （テスト運用）

7. 自機関LMSとのLTI連携 （テスト運用）
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１．情報セキュリティ講座の受講履歴取得機能
２．研究データ管理講座の受講履歴取得機能

• 機関管理者と同じ所属のユーザのみを対象として許可
• 参加者一覧の閲覧
• 小テストの成績閲覧・ダウンロード
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提供中



３．自機関限定コース作成機能
４．機関限定コースの共有機能

• NII提供コース
• 情報セキュリティ講座
• 研究データ管理講座

•機関限定コース
• 自機関限定コース

（コースは該当する機関のユーザのみに表示される）

※自機関限定コースを指定した機関に共有可能
（受講者情報は機関ごとにアクセス制御を行う）
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テスト運用中



某大学
管理者

（mAPグループ）

GakuNinLMS_01

GakuNinLMS_Admin

GakuNinLMS_02

学認LMS
SPコネクタ接続
（IsMemberOf属性）

以下の情報セキュリティ講座について
自機関の受講履歴取得機能をONにする

以下の研究データ管理講座について
自機関の受講履歴取得機能をONにする

自機関限定コース作成機能をONにする

利用申請システム（オプション申込）

✔ 情報セキュリティ講座の受講履歴取得機能
□ 研究データ管理講座の受講履歴取得機能
□ 自機関限定コース作成機能
□ 機関限定コース共有機能
□ マイクロコンテンツ教材作成機能
□ 自機関LMSとのLTI連携
□ ラーニングアナリティクス機能

「倫倫姫の情報セキュリティ教室」
「Princess Rinrin‘s information security column」
「伦伦公主的信息安全教室」
「린린공주의 보안교실」
「倫倫姫と学ぼう!情報倫理/日本語」
「Learn with Princess Rin Rin: Cyberethics/English」
「和伦伦公主一起学习!信息伦理/中文」
「린린히메와 공부하자! 정보윤리/한국어」
…「（他New Courses ）」（制作中）

「オープンサイエンス時代の研究データ管理」
「研究データ管理サービスの設計と実践」
「研究者のための研究データマネジメント」
…「（他New Courses）」（制作中）

①A氏が機関の運用担当者として学認LMS利用申請を行う
（運用責任者は代表者情報に登録）

③A氏をGakkuNinLMS_01のメンバに登録する（NII受付作業）

④A氏は学認ログイン後、セキュリティ講座関連コースの受講履歴を取得できる/受講もできる

⑤A氏はNII提供の他コースも受講できるが、受講履歴は取得できない

GakuNinLMS_OwnCourse

GakuNinLMS_LAaaS

LA基盤
ダッシュボード（Apache Superset）、
分析機能（JupyterHub）を機関利用可能に設定

②A氏が「情報セキュリティ講座の受講履歴取得」を申し込む

（試行運用:廃止予定）

GakuNinLMS_CourseShare

機関限定コース共有機能をONにする

学認クラウドゲートウェイサービス

・学認クラウドゲートウェイサービスのmAPグループ（＋SPコネクタ）でユーザの権限管理
・ePPN属性のscope（@nii.ac.jp）を組み合わせて機関ごとのアクセス制御

オプション機能の基本的なしくみ

A



マイクロコンテンツ教材作成機能
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①再利用可能なコンテンツ（トピック）を検索

②コンテンツを組み合わせる

③e-bookを作成して
自機関コースに登録

テスト運用中



研究データ管理講座の拡充・最適化へ向けた取り組み
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（基礎編）
「OS時代の研究データ管理」

（支援者向け）
「RDMサービスの設計と実践」

(研究者向け)
「研究者のための研究データマネジメント」

NII-RDC利用者向け実務教材

再利用カスタマイズ可能な
マイクロコンテンツ教材化教育コンテンツの拡充

（メタデータ付与）

RDMスキル/支援スキル
コンピテンシーの策定

RDM
教育コンテンツ

研究段階 必要なタスク タスク遂行に必要なスキル等

所属組織にとっての主要な外部資金元や、各研究者が獲得を目指す外部資金元の研究データに係るポリシー内容の理解

外部資金元の要求と所属機関のポリシーの整合性・対応状況の理解（助成応募時の対応等を適宜、関係部署と確認できる）

外部資金元の要求に対応するため、所属機関のデータポリシー更新やRDM体制の拡充等を提案する能力

要求されるDMPについて、概要、意義、基本的な項目の把握

申請先機関のDMPの記載要求事項を確認・理解し、記載する能力

センシティブデータを取り扱う場合等について、必要な情報を取得し、適宜関係する部門と協力して対応する能力

DMP作成Tool、DMPのテンプレート、過去に提出されたDMP等の情報を活用する能力

DMPの添削能力
DMPに沿ったRDMを行うために関係部門と連携体制を確認し、RDMを実施する能力

研究開始に先立つRDM基盤の準備として、システムやソフトウェア購入のために必要な手続きを把握し、実行する能力

NDA（秘密保持契約）、研究中のデータ共有に係る取り決め、成果の公開範囲、知的財産権の取扱い等、研究開始に先立ち必要となる合意や締結すべき契約の把握

法的知識に基づき、契約や合意内容の選択肢を提示し、合意文書作成等まで実施する契約実務能力

情報セキュリティ対策の概要、公文書管理法等の関連法令、「研究データの10年保存」等の主要な概念・規則の理解

情報の格付けに基づく取扱い制限の実施等、所属機関の情報セキュリティポリシーを理解し、実行する能力

個人情報やプライバシー保護のためのセキュリティ対策を理解し、実施する能力

データ保存場所の選択肢（ネットワークドライブ／オンラインストレージ等）とそれぞれの安全性を理解し、使い分ける能力

安全性の確認をした上で、必要なハードウェアの購入や、オンラインストレージの契約を行う能力

研究活動に用いられるデバイスの物理的セキュリティ対策（部屋の施錠、デバイスの放置禁止、メモリーの紛失注意等）や、システム上のセキュリティ対策（アンチウィルスソフト、OSのアップデー
ト、強固なパスワード・認証等）の知識を有し、実行する能力デバイスの登録・管理等を実施する能力

バックアップ場所を考慮した選択肢を勘案する能力

バックアップソフトウェア等を用いて定期的バックアップを実施する能力

各種フォーマットの⾧所・短所等を理解し、研究のニーズに合ったフォーマットを決定する能力

リスクを把握して、データのフォーマット変換を安全に行う能力

電子ラボノートの概要と有用性・課題を理解し、必要に応じてソフトウェアを導入する能力

所属する分野のリポジトリ、データセンター、コレクション等で公開されるデータの概要の把握

データ（・データセット）検索のためのツール（リポジトリ横断検索プラットフォーム、や各種リポジトリのディレクトリ分野別リポジトリのディレクトリ、機関リポジトリのディレクトリ、研究プ
ロジェクト・研究者検索ツール等）の利用方法を把握し、活用する能力データジャーナルからデータを検索・発見する能力

論文の引用情報からデータを検索・発見する能力

その他、データを発見するメカニズムに関する知識（統制語等）

所定の手続き等により入手可能なデータについて、手続きの概要を把握し、実際の手続きも行える能力

データ購入契約の締結に係る手続きの把握、購入の実施能力

データの利用条件（ライセンスや、利用規約等）を確認し、適切に運用する能力

分析用のサーバやフォルダへのデータ移転を実施する能力

データの抜け漏れや異常が発生していないかの確認・対処（データクリーニング）の実施及び、データクリーニング用のソフトウェア等の活用能力

分析ツールに沿ったフォーマットへの変換を実施する能力

データの可視化等、主なデータ分析の方法の理解

主要なデータ分析ツール（R, SPSS, Stata, SAS, Python, Nvivo等） の概要、⾧所・短所等を把握し、研究に適した分析ツールをを選択する能力

分析ツールのオペレーションを理解するためのプログラミング言語の理解

データファイル名に関するルール設定の意義を理解し、ファイル名のルール設定に必要な情報（名前に含むべき要素、文字数の目安等）を把握した上で管理する能力

データの内容を理解し、組織化を行う能力

ファイル名へのバージョン情報（変更日時、変更者、変更ファイル、変更箇所（行単位）、変更内容等）の記載方法を理解し、必要に応じてバージョン管理システム等を用いる能力

データ文書の種類・記載内容等を把握し、研究実施に沿って適切なデータ文書作成を行う能力

データ引用のメリットを理解し、適切に引用する能力

研究前 外部資金の取得

申請書類(DMP)作成

資金運用、契約締結

研究中 研究データの保存

データの検索・発見・収集

データ分析

加工・分析中のデータ管理

データの引用

学認LMS

学術情報NW運営・連携本部
OS研究データ作業部会

コミュニティと連携・協力

現在 次世代



研究データ管理人材育成のための教育基盤
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（図書館員）（IT技術者）

（研究者） （院生）

（データライブラリアン）

（研究者）

（研究支援職員）

（データキュレータ）

（初学者） （新人） （若手） （中堅） （ベテラン）

（研究者）

（研究者）（研究者）

研究フェーズ

スキルレベル

職務
RDM

教育コンテンツ
学習者に最適化した
マイクロコンテンツ教材
カスタマイズ機能

学習者の属性・状況に応じた
教材リコメンド機能

e-Book
e-Book

e-Book e-Book

・学習状況の解析に基づく教材改善、学習支援
・学習修了認定バッジ発行

ラーニングアナリティクス機能も配備
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furukawa@nii.ac.jp
https://rcos.nii.ac.jp/


